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テニス競技におけるエラーの原因を探る
平田大輔（文学部准教授）
研究会④
　昨年の報告ではテニス競技のエラーについて量的な側面から分析を
行った結果、ゲーム取得の有無によるエラーの違いが見られなかった。
しかしエラーの内容について分析したところ、エラーの所在は「考え判
断する」機能での原因が多く、「状況把握」での間違い、勘違いが原因
であったり、「考え判断する」ときの情報源に対して他のことを考えた
りすることによりエラーが起きていることを明らかにした。そこで本報
告は昨年得られたエラーについてインタビューから内容を詳細に分析
し、量的分析ではみられないエラーの現象を探り背景要因を明らかにす
ることを目的とした。
方法
　2010年関東大学テニストーナメント大会本戦に出場した大学女子テ
ニス選手10名（年齢19.8±1.23歳、テニス歴12.5±1.96年）に対し
エラーした場面においてエラーの理由を半構造化インタビューにて行っ
た。
　分析方法は記録した内容を意味単位毎に文節化し、エラーに関する単
一の意味内容を持つような単語のまとまりをデータとして扱い、それら
を3人のテニス・スポーツ心理学を専門にしている（テニス指導歴30
年以上、16年、6年）もので合議しながら内容分析を行った。各意味
単位を帰納法的にカテゴリー化し、さらに類似するカテゴリーを演繹的
に集約してカテゴリーを抽出、整理し分析を行った。
結果と考察
　インタビューの結果から1181個のエラーに関する意味単位を抽出し
た。さらに類似するカテゴリーを集約した結果、「状況判断過程（647
項目）（54.8％）」「プレーの遂行（193項目）（16.3％）」「感情・情動
（341項目）（28.9％）」の3つに分類した（表1）。
 「状況判断過程」におけるカテゴリーとして3つのエラーに結びつく要
因が見られた。「注意・認知（221項目）」では場面の認知とのズレに
より次の予測の段階に影響を及ぼしている。「状況予測（117項目）」
では、予測自体を間違ってしまったために、その後のプレーに大きな影
響を及ぼしている。さらに「判断・決定（309項目）」、すなわち意思
決定の場面でのエラーでは選択ミス、迷い、思考の固執よりエラーに繋
がっていることがみられた。
 「プレー遂行」の段階では、「動き」「フォーム」「打点・タイミング」
「身体的要因」といったスキルの失敗、身体の不調によって起こるエラ
ーの項目である。全国レベルの大会に出場経験のある選手であっても技
術的な問題によってエラーをしていることを示している。
　また、テニス競技は心理面の影響が大きく、それがボールを打つ際の
技術的なエラーを引き出している（平田ほか、2005）。すなわち「感
情・情動（341項目）」が大きく影響していると考えることができる。
ここでは「弱気（69項目）」「自信なし（68項目）」といったネガティ
ブな思考によりエラーに繋がったり、「焦り（67項目）」「前後のポイン
ト（45項目）」といったボールや相手の状況に意識が行かずにエラーを
してしまったといった内容がみられた。
　昨年の報告にあるように「状況判断過程」「プレーの遂行」と「感
情・情動」は相互につながりがみられエラーが起きているだけでなく、
「状況判断過程」「プレーの遂行」の2つの過程の処理の困難さが目に見
えるエラーにつながっていることが示唆された。
まとめ
　大学女子テニス選手のエラーを減らす方法として、どのような場面で
エラーをしているかといった自分のプレーを正しく分析することと、世
界のトップ選手においてもエラーが見られる競技性を理解し、プレー場
面や状況に応じて、何に対してどのようなプレーをしなければならない
かを明確にしておく、つまりやるべきプレーを明確にしておくことによ
りエラーを減らすことが可能になると考えられる。
表１　エラー時における発話データの詳細
＊数値は項目数
状況判断過程（647）
選択的注意・認知 221
ボールバウンド 114
状況把握 52
変化 55
状況予測 117 間違い 117
判断・決定 309
選択ミス 204
迷い 98
固執 7
プレーの遂行（193）
動き 78
フォーム 51
打点・タイミング 47
身体的要因 17
感情・情動（341）
弱気 69
自信なし 68
焦り 67
前後のポイント 45
相手からのプレッシャー 39
油断 20
集中できない 8
緊張 7
あきらめ 6
その他 12
